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春らしい陽気になりました。すこしづつコロナ感染
者も少なくなってきて、今度こそはコロナ収束の期
待は高まりますが、感染には気を付けましょう。予
算委員会でも質問させていただ
きました。引続きがんばります。

荒川区議会「2月会議」開催しました！
　荒川区議会「2 月会議」は 2 月 14 日〜3月 15 日で開催されました。一般質問にはじまり、2 月

25 日〜3月 10 日には「令和 4年度予算に関する特別委員会」が開催されました。主な議案は区
職員の妊娠サポート休暇制度、非常勤職員の育児休業制度改正、町屋区民事務所移転（R.5.10 月）
に伴うムーブ町屋のハイビジョンルームと企画展示コーナーの廃止と多目的展示室の名称変更、
西日暮里在宅高齢者通所サービスセンターの廃止、旅館業法の施行条例の改正（1人当り面積増、
施設の名称表示、ロビー・出入口・寝具・男女分けた共同便所等の設備の基準）、道路占用料・
公園占用料の値上げ、地区計画区域内の建築制限を 50㎡→60㎡、建築に係る住環境の条例（長
屋等の規定、計画変更に係る協議等）改正、実体のない区道の廃止。また、児童福祉施設・指定
障害児通所支援事業の基準改正、ふぐ加工製品と長期優良住宅の手数料条例の改正、後期高齢者

医療保険の値上げ等。一般会計補正予算（第 8回）・国保特別会計（第 2回）で 14億円余。

令和 4年度予算の主な事業！ 
●新型コロナウイルス予防接種（21億 4千万円）
●ＰＣＲ検査体制確保（1億円）
●病床確保協力金支給事業（1億 2千万円）新
●医療提供ステーション整備運営（1億 4千万円）新
●自宅療養者への医療支援（2億 3千万円）
●女子医大跡新病院開設（12億 1千万円）新
●医療的ケア児支援（2,350 万円）新
●多胎児世帯支援補助（982 万円）新
●子どもの居場所・子ども食堂推進（1,880 万円）
●タブレット PCを活用した学校教育（7億円）
●教育ネットワークシステム運用（2億 5千万円）
●児童養護施設誘致（3億 5千万円）
●介護予防推進（4億 3千万円）

当初予算総額 1,071 億円！　　　　　 （　） の数字は概算

●あらかわ遊園リニューアル（6億 2千万円）
●中小企業融資（14億 2千万円）
●ふらっとにっぽり発地域産業活性化（1,976 万円）
●SDGｓ活用経営推進事業（529 万円）新
●事業・業態転換支援（2,347 万円）新
●商店街・商業事業者デジタル支援（6,005 万円）
●廃プラスチック回収（1,589 万円）新
●荒川遊園スポーツハウス改修（662 万円）新
●空き家対策推進（4,934 万円）
●省エネ家電買替等（4,671 万円）
●公金収納キャッシュレス化（180 万円）
●パラスポーツ推進（544 万円）
●宮前公園・南千住浄水場跡公園整備（3億 7千万円）

女子医大跡の新病院の名前が、「令和あらかわクリ
ニック・令和あらかわ病院」に決定！ 3月はクリニック
でワクチン接種実施！「病院」は来年令和 5年春に開院

都電より南側の宮前公園の整備も進みます！



経済支援

（2022.2.16 ４月オープンのあらかわ遊園）

コロナ関連まとめ
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51歳。

現在 4期目。

問合せは明戸まで！
★

2020 年 1月 15 日
国内初の感染確認
1 月 30 日
ＷＨＯが緊急事態宣言
1 月 31 日
荒川区でコロナ対策本部
2 月 11 日
WHO、COVID-19 と命名
2 月 13 日
国内初の死者を確認
3 月 4日
自民党荒川区議団「コロナ
対策緊急要望」提出
4 月 1日　
荒川区内感染者 2 名
4 月 7日 -5 月 25 日
緊急事態宣言（東京都）
4 月 8日 第 2弾緊急要望
4 月 17 日 第 3弾緊急要望
5 月 1日 区内感染者 35 名
    　　　 第 4弾緊急要望
5 月 13 日 第 5弾緊急要望
6 月 1日 区内感染者 80 名
7 月 1日 区内感染者 90 名
7 月 7日 第 6弾緊急要望
8 月 1日 区内感染 183 名
9 月 1日 区内感染 299 名
10 月 1日 区内感染 383 名
11 月 1日 区内感染 479 名
10 月 29 日 第 7 弾緊急要望
12 月 1日 区内感染 644 名
12 月 11 日 第 8弾緊急要望
2021 年 1月 1日
　　　　区内感染者 930 名
1 月 7日 -3 月 22 日
緊急事態宣言（東京都）
2 月 1日 区内感染 1,591 名
3 月 1日 区内感染 1,761 名
4 月 1日 区内感染 1,921 名
4 月 23 日 -6 月 20 日
　　緊急事態宣言（東京都）
5 月 1日 区内感染 2,237 名
5 月 26 日 第 9弾緊急要望
6 月 1日 区内感染 2,589 名
7 月 1日 区内感染 2,829 名
7 月 12 日 -9 月 30 日
　　緊急事態宣言（東京都）
8 月 1日 区内感染 3,514 名
9 月 1日  区内感染 5,285 名
10 月 1日  区内感染 5,668 名
11 月 1日  区内感染 5,707 名
12 月 1日  区内感染 5,715 名
2022 年 1月 1日  5,739 名
2 月 21 日 第 10弾緊急要望
1 月 21 日 -3 月 21 日（予定）
まん延防止等重点措置
2 月 10 日
 小池都知事に緊急要望提出
3 月 1日 16,801 名

（第 1弾）

OGUMAG（東尾久 4-24-7）
●石川遼 キンマキ 野島
　良太　「飄」
3/17-3/27(木 -日 13-19 時）

●おおさわようすけ個展
　 「Hidden Sky」
3/31-4/10(木 -日 13-19 時）

3 月 3 日 「ロシアに
よるウクライナ侵略に
抗議する決議」 を区
議会で可決しました！

2/4-25
 「同性パートナーシップ制度」
   パブリックコメント募集中！

コロナ関連 健康支援
[発熱時 ] ・かかりつけ各クリニック・病院
・都発熱相談センター （かかりつけやってない・ない方）
　03-5320-4592・03-6258-5780（24h）
[無症状時 -3/31]・木下 G検査センター＊ｗeb予約
　：荒川総合スポーツセンター・アクト 21
・薬局：ウェルシア三ノ輪橋駅前店・くすり
　の福太郎南千住調剤薬局・PCR検査セン
　ター東京ラボ（西尾久店）・ぽっぽ薬局等
・都 PCR 検査センター 巣鴨・赤羽等＊予約不要

[ 体調悪化時 ] ・救急車 119番 （区内にも病床確保）
・区保健所 3802-3111 （内 430）平日 8:30-17:15

[ 自宅 : パルスオキシメーター・食料・日用品 ] 
・うちさぽ東京 0120-670-440（24h）
・自宅療養者フォローアップセンター 6734-6904
[医師救急相談、薬剤の配送、食糧品・日用品のお届等 ]
・区保健所 3802-3111（内 430）平日 8:30-17:15
＊50歳未満で基礎疾患ない方は自己管理  
[ 宿泊 ]・都宿泊療養申込窓口 5320-5997
（区内では、アパホテル日暮里駅前も対象施設）＊65歳未満
[カクテル療法 ]・都中和抗体薬治療コールセンター 5320-5909

[ 集団接種 ] 予約センター 0120-027-030
・ファイザー :サンパール荒川 *3/ 25-20:30 **5～11 歳
・武田モデルナ :ラングウッド *・町屋ふれあい館 **
　令和あらかわクリニック **・荒川さつき会館
[都 18-39 歳 ]・モデルナ :首都大荒川キャンパス
[ 個別接種 ]・ファイザー : 区内 51医療機関

【個人支援】＊社会福祉協議会窓口
・緊急小口資金 （最大 20万円）
　＊補償人不要＊1年据置返済
・総合支援資金 （単身 15万円～
　人数毎）＊3ヶ月分＊1年据置返済

【児童・学生支援】＊在籍校窓口
・小中学校：就学援助          
・高校：就学支援金・奨学給付金 
・高・大・専門学校： 就学支援新制度
・大学・高専・専修学校 
　：緊急給付金 10万円＊留学生含

【事業復活支援金】中小企業庁
・中小法人・個人事業者対象
　（芸人・文化人含）
（2021 年 11月～2022 年 3月中に、
2018～2021 年の同月から売上高が
30％以上減少の方） 基本web 申請
  [ 個人 ]30 ～ 50万円
 [ 法人 ]60～250 万円
＊銀行等の登録確認機関の事前確認

【特別融資・相談体制】区
・特別融資あっせん
[経済急変対応融資 ]
売上高が前月より 5％以上落ち込んだ中小企業者
1000 万円まで 8年以内返還（据置 1年含）
・雇用調整助成金申請代行費用補助
  1/2・15 万円まで （郵送申請）3/31〆
・相談窓口 （中小企業向け）
  荒川区役所 6F 3802-3640   3/31〆 

PCR 検査
等

入院要請

自宅療養
療養施設

ワクチン
接種

 令和 4年度予算に関する特別委員会、こんな質問しました！
 【総務費】危機管理費：①災害時が夜間で保護者がいない時の子どもの避難につい

て、②避難行動要支援者として登録制度はいかがか。避難訓練等へ参加を促すインセ

ンティブに、③学校との連携、④都の「東京備蓄ナビ」の活用。【民生費】障害者福祉

費：①内閣府に孤独・孤立対策担当室ができたが、区で区民の「孤立」についての

調査、②「社会的処方」の対応、②「リンクワーカー」の養成を認知症サポーターに、③

2ヶ所ある「暮らしの保健室」の増。子育て支援費：少子化対策として親世代と子

世代での子育て支援施策の充実を情報発信してどんな所得でも安心して子育てでき

ると思える社会へ、③3人目からの大学授業料支援。【衛生費】公衆衛生費：①3回目

のワクチン接種、モデルナで予約なしにした経緯、②194 名の入院者の入院先、③自宅
療養者の都と区の役割分担、④酸素提供ステーション。【土木費】都市整備費：①町屋

さくら廃止後の福祉的移動支援検討、②今ある交通資源の情報発信、③コミュニティ

バス関連事業費の内訳、④日本版「МaaS」で社会実験はできないか （質問時間 54 分）

（3/14 現在の情報です）


